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読書生活に拓く国語科「読むこと」の学習の構想
―絵話作りで物語の構成に気付かせることの効用―
赤木　雅宣※
Envisage the Learning of “Reading” in Language Arts to Open up to the Reading Life: 
Benefit of Creating Picture Story to Remind the Structure of Stories
Masanobu Akagi
　When we imagine the learning process of how to read stories as the core, the key should 
be to cultivate the interest of reading stories itself and should lead to reading life.  When 
children can recognize the technique of reading and correct this reading experiences, they 
can use no techniques except reading mentioned.
　I propose to use this thought in the unit focusing on “Suimi” in the teaching materials 
of the textbook.Usually we develop the teaching unit for reading more stories and/or for 
comparing with other stories when we create the teaching unit focusing on "Suimi".Yet I 
propose in this paper to produce a picture story in order to recognize the structure of the 
story.
　Children then might notice the structure of the story such as “characters (the 
hero,supporting roles)”, “incident and resolution”, “the end of the story”, with this method 
they can recognize the structure, mechanism and contrivance of the story when they read 
another story.  They, at least, could feel the interest of reading.
Key words : Creating a picture story,  structure of the story,  interest of reading stories
キーワード：絵話作り，物語の構成，物語を読むことのおもしろさ
※　本学人間生活学部児童学科
１　はじめに
　1日本国語教育学会学会誌（2015 年６月）
の巻頭言で大内氏は、「教科書教材を生か
し、教科書教材を包み込む単元の開発にま
ず取り組むべきである。（中略）故倉澤栄
吉名誉会長が提唱した『脱教科書論』は、
教科書以外の教材で勝負するということで
はない。『教科書をこなして、教科書中心
主義的にやって、その次にくるべき授業』
のことなのである」と述べている。
　物語を読むことを核にした学習であるな
らば、物語を読むことそのものがおもしろ
いと感じ、そのことが読書生活指導につな
がっていくことが肝要である。子どもは、
自分が使った読み方を自覚し、蓄積してい
くことで、ほかの物語を読むときにも使え
るようになるからである。
　提案するのは、2教科書教材「スイミー」
を核にした単元である。「スイミー」を核
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ることを、お話を読むことの楽しみ方に
つないでいきたい。
○ もちろん、読後の感想を書くという活動
に取り組むこともできる。その際には、
自分の初発の感想と比較させることで、
自らの読みの伸びと読み方の獲得を振り
返らせたい。
　３　期待する読み（内容）の深まりと
　　　体験させ、獲得させたい読み方
〈読み（内容）の深まり〉
・ スイミーは、よくがんばったな。素晴ら
しいリーダーだ。
・ 大きな魚を追い出せてよかったな。（終
わり方がおもしろい）
・ みんなの力で追い出せたのがよかった。
（いい終わり方だなあ）
・ 海の中には、（スイミーを元気にする）
不思議でおもしろいものがたくさんある
のだなあ。
・ 事件があって、うまく解決できたお話
だった。など
〈読み方（方策）の深まり〉
・ 粗筋をつかみ、初発の感想をもつ
・ 本文のことば（描写表現）をもとに登場
人物の様子を読み取る（気持ちを想像す
る）
・ 複数の言動（行動描写）をつないだり比
べたりして行動を意味づける。・主役、
脇役、事件と解決など物語の仕掛けを意
識して物語を読む。
４　基本的な単元構想案（読書に展開する
手前まで）
４－１　一次（２時間・物語の粗筋をつか
み、初発の感想をもつ）
①●範読する
　●粗筋を確かめる　　
　●初発の感想をもつ（書く）
　　→ 何に反応しているかを自覚しや　　
にした単元づくりとなれば、通常、多読を
意識した読書に発展させたり、ほかのお話
と読み比べたりする活動が思い浮かぶ。し
かし、ここでは、絵話を作ってお話の構成
を考えることを主にした単元を提案する。
2　教科書教材としての「スイミー」
○ 平易な文章。難語句も少ない。時間軸も
単純。「スイミーたちの紹介とまぐろが
やって来て事件が起こる（起）」「海のす
ばらしさで元気を取り戻す（承）」「大き
な魚のふりをして泳ぐという作戦を思い
つき、練習する（転）」「大きな魚を追い
出す（結）」の組み立て、文章構成もつ
かみやすい。
○ 谷川俊太郎の訳文で、詩的なことばの響
きがある。音読に向いている。かといっ
て、闇雲に（無目的に）何度も何度も音
読させればいいわけではない。三次以降
に音読会をもつならば、そうなる必然を
一次、二次の学習時からつくる必要があ
る。
○ レオ=レオニの作品である。これ以外に
も、レオ=レオニの絵本は、学校図書館
に多く置かれている。三次以降にレオ=
レオニの本を複数読ませたいならば、や
はり、一次や二次の学習の中で作者を意
識させ、「読み比べてみたい」という必
然をもたせたい。しかし、２年生の子ど
もに書き手を意識しながら読ませること
は、容易ではない。
○ 物語の構成がはっきりしていて、分かり
やすい。
　・起承転結の組み立て
　・ 主役（スイミー）と脇役（まぐろ）・
小さな魚の兄弟たち、海のおもしろい
ものたち
　・ 発端―事件―解決へ向けての取り組み
―解決（ハッピーエンド）
　 こういったことに活動を通して気付かせ
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●まとめる。
　 「みんながいい気持ちなのがよく分かる
ことばを見つけて視写しよう。そう分
かった理由も書こう。」
【二場面】〈 原則として、一場面と同じ展開〉
　二場面は、まぐろの様子を表すことばを
根拠にして、こわさを読むことが中心である。
　● めあての例「「こわい」「わるい」や「ひ
とりぼっち」などを見つけよう。」
　● 焦点化した話題「まぐろの様子以外か
らこわさが分かるところがありません
か？」
　● まとめの例（二場面は、こわい場面で
あったことを確認してから）
　　→ 「こわいことがよく分かる言葉を見
つけて視写しましょう。可能な人は、
そう分かった理由も書こう。」
【三場面】〈原則として、一場面、二場面と
同じ展開〉
　● めあての例「「おもしろい」「かわって
いる」「元気になった」などを見つけ
よう」
　・くらげ… ゼリーのような触感がおもし
ろい
　・いせえび… ブルドーザーのような形、
動きがおもしろい
　・ 見たこともない魚たち
　　　　　　…動きがそろっている
　・ こんぶやわかめ
　　　　　　… 美しい色の岩からの生え方
がおもしろい
　・うなぎ…長さがおもしろい
　・ いそぎんちゃく
　　　　　　… やしの木のような形と揺れ
方がおもしろい
　※ このあたりが発表会的に出てきているは
ずなので、それを整理する問いである。
すいように、Ⅰ文・Ⅰ行レベルの感
想がよいことを知らせる。
②● 初発の感想を紹介し合う。（ベアやグ
ループを使うのもいい。）
　　→ 短冊に切ったカードに感想を書かせ
る。
　　→ 紹介した後、黒板に位置づけていか
せる。
　● メニュー表の代表のものを部分視写さ
せれば、１次のまとめになる。
スイミー… かっこいい、よく考える、か
しこい、元気になった　など
ま ぐ ろ… こわい、すごいはやさ、わる
いなど
小さな魚のきょうだいたち
　　　… がんばった、なかよし、楽しい
など
海のすばらしいもの
　　　… おもしろい、きれい、びっくり
など
4 － 2　二次（５時間・場面ごとに登場人物
の様子や気持ちを中心に読み取る）
※【一場面の場合】
●音読する。
●粗筋を確かめる。
●めあてをつくる。
　 「『楽しい』『仲よし』『かっこいい』な
どが分かるところを見つけよう」
●一人読み（一人学び）をする。
●書き込んだことを発表し合う。
●焦点化した話題で話し合う。
　 「スイミーは、一人だけちがっていてい
やではないのか？」
　→いやではないと思います。理由は〜
　→ みんなで、楽しく、仲良く暮らして
いるから、いい気持ちだと思う。
〈整理して出来た感想メニュー例〉
［二次各時間の基本形］
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　● めあての例「「がんばった」「よかった」
などを見つけよう」
　● 焦点化した話題（「だれががんばった
のか？」に続いて）
　・ 「スイミーのがんばりとみんなのがん
ばりは同じか？」
　→「ちがうと思います。わけは、〜」
　　スイミー… 教える、リーダーの役割、
目になった（黒いからぴっ
たり・つないだ読み方）
　　みんな… もちばをまもる（どうするこ
とが、持ち場を 守ることか）
　・ 「どちらが、えらい（よりがんばった）
と思うか？」
　→それぞれの頑張りがあった
　● まとめの例（五場面は、①（はじまり）・
②（事件）・③（立ち直る）・④（頑張
る）に続いて、⑤（よかった・終わり）
の場面であることを確かめてから）
　→ 「よかったことがよく分かる言葉を見
つけて視写しましょう。そう分かった
理由も書こう。」
※ 二次では、一次で自らの感性で見つけ
た感想を、本文中の言葉を根拠にして
分析的に読み取っていく。「この言葉を
使っているから、こういうことが分かっ
た」のように論理（理由）を考えている。
「自分が○○と感じたのは、こういう言
葉を使って、こういう書き方（書きぶり）
で書いているからなのだなあ」と気付
いたときに、自らが使った読み方にお
もしろさを感じていく。
４－３　三次（読書生活に拓く活動）へ進
む前に
　とってつけたような３次ならば、ない方
がいい。子どもにとって必然が有り、その
活動で２次までとは違う学力がつく。また
　● 焦点化した話題「くらげとブルドー
ザーと魚たち、こんぶやわかめ、うな
ぎ、いそぎんちゃくのおもしろさは同
じか？」
　　→ 「同じではありません。なぜかとい
うと〜」のように様々あっておもし
ろいと読み取っていくだろう。
　● まとめの例（三場面は①〈はじまり〉・
②〈事件〉に続いて、スイミーの気持
ちが立ち直っていく、元気になる場面
であることを確認してから）
　　→ 「おもしろいことがよく分かる言葉
を見つけて視写しましょう。そう分
かった理由も書こう。」
【四場面】〈 原則として、一場面～三場面と
同じ展開〉
　● めあての例　「『うれしい』『こまった』
『出られない』などを見つけよう」
　● 焦点化した話題
　　 （「こまってしまったときにスイミーが
したことは何か？」を問いかけて、「考
えた」が３回も続いていることを確か
めたうえで、）
　○ 「３回の『考えた』を音読しよう。」→「３
回の『考えた』の読み方は同じか？」
　◎ 「どうして３回も『考えた』があるの
かな？」
　→ 考えた時間、考えた内容、考えている
間の様子などを読み取ることができる。
　● まとめの例（四場面は、①〈はじまり〉・
②〈事件〉・③〈立ち直る〉に続いて、
スイミーが頑張る場面であることを確
かめてから）
　→ 「スイミーのがんばりがよく分かる言
葉を見つけて視写しましょう。そう分
かった理由も書こう。」
【五場面】〈 原則として、一場面～四場面と
同じ展開〉
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〈３次を構想した意図〉
　３次は、１〜２次と学習してきた「ス
イミー」を物語の構成要素、仕掛けなど
の方向から見直したことになる。そのう
えで、「スイミー」を４コマ絵話にしてみ
る体験をするので、絵話の作り方の概略
をつかめるようにしている。
５－２　４次の展開〈主役、脇役、事件と解
決などを意識して自分の絵話を作る〉
①【自分の４コマ絵話をつくる】
　● 「主役」「脇役」「事件と解決」などの
骨組みを決めてメモする。
　● メモに沿って、４コマ絵話を作成する。
　・ ５コマになってもよい。
　・ 吹き出しを使って漫画のようにして
も、絵本のようにしてもよい。
② 【つくった絵話を読み合って、つくり方
を振り返る】
　● つくった絵話を友達と読み合う。
　・ 実物投影装置や大型テレビなどを使っ
て、みんなに紹介する。
　・ ペアやグループの友達と読み合う。
　● まとめとして、「お話をつくる時に大切
なこと（どうすればお話がつくれたか）」
を思いだして、簡単なことばで記す。
　・ 主人公とわき役をきめる。
　・ じけんをおこして、それをどうかいけ
つするかをきめる。
　・ １コマにもの語のはじめ（「誰が」「ど
うしている」のか）を書く。
　・ ２コマ目でじけんがおこって、さいご
のコマに、じけんをかいけつさせて、
楽しくなるおわりを書く。
は、２次までで獲得した学力を確かにして
いくならば、３次を構成する意味がある。
　ここまでに、登場人物の様子や気持ちを
読み取るという本筋とともに、「スイミー」
という教材の特性である、物語の構成が
はっきりしていて分かりやすいという特徴
に触れさせてきた。このことを活用して、
３次以降の学習を構想していきたい。
〈「スイミー」の特徴〉
・起承転結の組み立てが明瞭
・ 主役（スイミー）と脇役（まぐろ・小
さな魚の兄弟たち、海のおもしろいも
のたち）
・ 発端―事件―解決へ向けての取り組み 
―解決（ハッピーエンド）
・ 事件を解決する結末がおもしろい。
　（心地よい。） 　　　　　など
５　読書生活に拓く三次以降の展開
５－１　３次の展開〈主役、脇役、事件と
解決などを意識して「スイミー」
を４コマ絵話にする〉
①【「スイミー」を４コマ（５コマ）絵話
にする】
　● 「スイミー」のおもしろかったところ
を振り返る。
　・ 「主役はだれか」「脇役はだれか」「ど
んな事件があったのか」「どう解決し
たのか」について確かめる。
　・ 「それぞれが違っていたら（まぐろが
これほど怖くなかったら）（事件が起
きなかったら）…この物語はおもしろ
かっただろうかか？」を問いかけて、
物語のおもしろさには要素が関係して
いることに気付かせる。
　● 「スイミー 」を４〜５コマの絵話にする。
　・ 絵が苦手な子どもには、挿絵の縮小を
貼り付けてよいことを伝える。
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らい、作りあげた後の感想などを聞き取っ
てもらった。
６　子どもの姿から
　ここまでに記した単元のコンセプトを理
解し、単元の計画通りに実践してくれたの
は、藤田みのり教諭（岡山県南公立小学校
勤務）である。藤田教諭が担任している２
年生は 11 名（男子９名、女子２名）である。
この子どもに、この単元を実践する前にア
ンケート調査をしてもらった。
Ｑ１　本を読むことがすきですか
　にがてですか？
１　大すきだ
２　わりとすきだ
３　どちらでもない
４　すきでない
１…５人　２…４人　３…２人
４…０人
Ｑ２　どんな本をよく読みますか？
  （いくつえらんでもよろしい。）
１　ものがたりの本
２　かがくの本
３　えを楽しむ本（みっけなど）
４　マンガやざっし
５　そのた（書いてください）
６　あまり読まない
１…７人　２…４人　３…８人
４…６人
５…３人（しの本、でんきの本、ずかん）
６…２人
　気になるのは、Ｑ１で「どちらともいえ
ない」と応えた２名、Ｑ２で「あまり読ま
ない」と応えた２名である。藤田教諭に確
かめたところ、Ｑ１とＱ２の２名は一致し
ていた。
　この２名（Ａ児、Ｂ児）が、４次でつくっ
た絵話が右頁のものである。２人とも、絵
話を作り上げている。藤田教諭に、２人が
絵話を作っている途中の様子を観察しても
［A児の絵話］
［B児の絵話］
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事件に出会うのかな？」と問いかけると、
しばらく考えたうえで、「えさが１つしか
なくて、けんかになる」と決めることがで
きた。「けんかが、どう解決するのかな？」
と問いかけると、今度は即答で、「えさが
また見つかって、仲直りをする」と「解決・
結末」を作ってきた。ねこのきょうだいは、
「主役」と「脇役」の両方の役割が出来そ
うだということになったところで、「これ
だけ整えば、絵話になるね」と伝えると、
そこから先は、黙々と作っていったとのこ
とである。
　Ｂ児は、文字の読み書きができないわけ
ではないが、文字を読むという行為があま
り好きではないようで、自由読書の時間に
物語を手にすることは少なく、図鑑や「みっ
け」のような見て楽しむ本を読んでいるこ
とが多い。そういったＢ児が、この学習を
通して明らかに成長したと藤田教諭は感じ
るという。それは、手にする本の種類が多
様になったこと、文字がたくさん書かれて
いる本を嫌がらなくなったことなどらし
い。Ｂ児の様子から、文字を読み進めてい
くと、「事件・解決」などの展開があり、「結
末」までたどり着くと、おもしろいことが
分かるかもしれないという期待感が出てき
たのではないかと分析することができる。
６－３　クラスの子どもの様子
　藤田教諭の実践後の第一声は、「子ども
がこんなに話をつくることが好きだとは思
わなかった」であった。「作ることができ
る子どもはいいけれど、作ることができな
い子どもが出てくるのではないか」という
心配もあったようだが、手順をきちんと踏
めば、子どもは話を作ることが好きで、作
ることを楽しむことができるということが
実感できたとのことである。
６－１　Ａ児の場合
　ヘビがカエルを飲み込んでしまう話をつ
くったＡ児は、特に教師が個別の支援をし
なくてもよかったようだ。主人公を「カエ
ル」と決め、事件が「ヘビに食べられてし
まう」決まると、解決・結末は、「カエル
が生き返ることにしよう」と決めた。その
うえで考えた（選んだ）のが、「歩いてい
るとウンチが出て、カエルがそのまま出て
くる」というという展開だった。
　絵を描く時間も含めて、５分程度でスラ
スラ作りあげ、二つ目の絵話作りに取り組
んでいった。「主人公」と「事件とその解
決ができれば、物語を作ることができる」
と感想をもったようである。
　藤田教諭によると、Ａ児の読書は、読も
うと思う本を手にしても、なかなか最後ま
で読み通すことができず、途中やめにして
しまい、次の本、また次の本と手を伸ばす
様子だった。絵話作りの活動が効いたのか、
読書をしている時に次々と本を取り替える
姿はなくなったという。結末におもしろさ
があるということに、自分が絵話を作って
みて気付いたのではないだろうか。最後ま
で読み通すことだけが大切なわけではない
が、「結末を知りたい」という思いを起こ
させ、読み通すことが当たり前になったの
であれば、読書に拓くことをねらったこの
単元の成果と考えられる。
６－２　Ｂ児の場合
　ねこのきょうだいがけんかをする話をつ
くったＢ児は、このクラスで唯一自分だけ
では絵話を作りにくかった児童である。特
に、主人公を誰にするかが難関だったよう
だ。家で猫を飼っていて、猫が好きなこと
は知っていたので、そのことを話している
と、「ねこのきょうだいにしよう。」と決め
ることができた。「脇役」を決められそう
にないので、「そのきょうだいが、どんな
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作りあげてくる絵話には、それぞれの子ど
もの生活、期待、憧れ、夢などが映し出さ
れてるのかもしれない。
［「スイミー」の絵話例］
※ ３次で「スイミー」を一度絵話にしたことが作
りやすさにつながっているようだ。
　子どもは、もともと自分でお話をつくる
ことに興味をもっている。そこへ、お話は
「主役」「脇役」「事件と解決」などの骨組
みでできているという情報がもたらさらさ
れ、ここまで学習してきた「スイミー」も
そういう骨組みだったことが確かめられる
と、作り方が分かってくるので、俄然創作
意欲が湧いてくるということなのだろう。
　Ｃ児は、読むことに関しては十分な力が
あると思われるが、「書くこと」となると、
鉛筆が動きにくいことが多いそうだ。しか
し、絵話作りでは、あっという間に作りあ
げ、次の作品づくりに向かっていた。きり
んのペーリくんが迷子になるという「事件」
を、お母さんが仲間のところへ案内して「解
決」するという展開は、自分自身の体験を
物語にしているそうだ。
　「Ｄ児は、ちょっとおませなところがあ
るので、こういうサプライズをどこかで期
待しているのだうか。」藤田教諭の感想だ。
［C児の絵話］
［D児の絵話］
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本を読むという行為について、「あまり
読まない」「好きでも嫌いでもどちらで
もない」と応えていた。２年生修了時に
同じことを尋ねるとどういう反応を返す
のだろうか。楽しみなところである。
△ 絵話作りに取り組み、データを提供して
くれたのが 11 名と少ないので、この絵話
作りという単元構想がどのくらい効果的
なのかを検証するには至っていない。今
後、同様の単元構想をもっと多くのクラ
ス、子どもに取り組んでもらってその様
子を観察し、有効性を確かめていきたい。
△ 絵話作りという活動に展開できたのは、
「スイミー」という作品を核にしている
からなのかどうかがはっきりしていな
い。「２  教科書教材としての『スイミー』」
のところでも述べたように、「スイミー」
の特性として、物語の構成がはっきりし
ていて分かりやすいことが挙げられる。
こういう特徴をもち、３次でまず、「ス
イミー」を絵話にしてみるという学習体
験を積んだからできたことなのか、ほか
の物語でも可能なのかを検証する必要が
ある。
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　自分で作ってみるという体験をすること
で、「このお話は、誰と誰が出てくるのかな、
その人はどんな事件をおこし、どう解決し
ていくのかな」と見通せるようになる。見
通しをもつことで、読み進めていくエネル
ギーが高まる。絵話作りは、直接的に多読
を保障する活動ではないが、読書生活を拓
いていくことを促しているということがで
きるのではないだろうか。
７　まとめ（成果と課題）　
○ ここでは、並行読書等による多読を必然
とする単元構想ではなく、話の骨組みを
意識し、自分で作ってみるという活動を
する中で、物語の全体像が見通せるよう
になることをねらった絵話作りの構想を
提案し、実践した。物語全体像を見通せ
るようになると、闇雲にとにかく読み進
めていくというのではなく、「この先ど
うなるのか」「ここで起こったことは、
どう解決していくのか」などと展開を
予想しながら読み進めていくことができ
る。そのことが、読むという行為のおも
しろさにつながっていくのではないかと
いう想定から単元構想した展開である。
直接的に多読を促し、保障する類の単元
構想ではないが、子どもの読書生活をよ
りよくすることに影響できるという手応
えをもつことができた。
○ ２年生藤田学級のＡ児、Ｂ児について言
えば、絵話作りが今後の読書生活につい
ていい影響を与えた可能性が大きい。本
を最後まで読み通すことが困難だったＡ
児が、次々と本を取り替える姿はなく
なったのだから、大きな成長である。物
語を手にすることがほとんどなかったＢ
児が、文字がたくさん書かれている物語
の本を嫌がらなくなったのだから、こち
らも素晴らしいことである。２人は共に、
